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はマルタニシ、ドブシジミ、キイロサナエ、アオサナエ、フタスジサナエ、オグマサナエ、

コオイムシの７種が確認された。

現地調査において確認された注目すべき種および確認状況を表７－１１－２１に、確認

位置を図７－１１－１０～図７－１１－１５に示す。なお貴重性が高い種と猛禽類につい

ては保護の観点から詳細な情報は秘匿した。

表７－１１－２１ 注目すべき動物 (1/12)

選 定 基 準
項目 種 名 確 認 状 況 な ど

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

哺乳類 ホンドザル 要注 対象事業実施区域内の林内に設置した自動撮
影装置で四季を通じて計13個体が撮影され
た。区域外では、林内および水田地帯に設置

した自動撮影装置で４季を通じて計79個体が
撮影されたほか、冬と春に群れが目撃され
た。また工業団地周辺でも糞が確認された。

ホンシュウカヤネズミ 希少 対象事業実施区域外の高茎草地で巣が確認さ
れた。

鳥類 オシドリ 希少 ﾗﾝｸ３ DD 対象事業実施区域外で冬季に１例のみ確認さ

れた。７羽の小群で池の水面に張り出した常
緑樹の樹上で休息していた。

マガモ ﾗﾝｸ３ 対象事業実施区域外で冬季に１例のみ確認さ
れた。１羽で池の水面で休息していた。

カイツブリ 希少 対象事業実施区域外で春季に３例、初夏季に
２例、秋季に１例が確認された。初夏季には
幼鳥２羽を含む４個体が池で確認され、水面

で休息する様子や幼鳥へ給餌していたことか
ら繁殖していると考えられる。

アオバト 希少 対象事業実施区域内で春季に１例が確認され

た。落葉広葉樹林内から鳴声を確認したが行
動の詳細は不明であった。また３～５月の猛
禽類調査時には区域内外で樹林上空を飛翔す
る様子や鳴声が複数例確認された。区域外で

は冬季に１例、春季に３例が確認された。い
ずれも繁殖期には確認されておらず、当地で
の繁殖の可能性は低いと考えられる。

ミゾゴイ 増大 ﾗﾝｸ２ VU 対象事業実施区域外で５月の猛禽類調査時に
１例のみ確認された。

ゴイサギ 希少 対象事業実施区域外で春季に２例確認され
た。いずれも夜間調査時に鳴き声での確認で

あり、繁殖に関する情報は得られなかった。

アマサギ 要注目 対象事業実施区域外で春季に１例確認され
た。耕起中の水田で、コサギの小群とともに

探餌する様子の確認であり、繁殖に関する情
報は得られなかった。

チュウサギ 希少 ﾗﾝｸ３ NT 対象事業実施区域外で春季に２例、秋季に１

例が確認された。また４月の猛禽類調査時に
も３例が確認された。１～３羽が水田で探餌
する様子や畦で休息する様子が見られたが繁
殖に関する情報は得られなかった。
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表７－１１－２１ 注目すべき動物 (2/12)

選 定 基 準
項目 種 名 確 認 状 況 な ど

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

鳥類 コサギ 要注目 対象事業実施区域外で春季に１例、６月の猛
禽類調査時にも１例が確認された。水田で探
餌する様子が確認されたが、繁殖に関する情
報は得られなかった。

ヒクイナ 増大 ﾗﾝｸ２ NT 対象事業実施区域外で春季に１例のみ確認さ
れた。休耕田と思われる湿地から鳴声のみの
確認であり、行動の詳細は不明である。繁殖
に関する情報は得られなかった。

ホトトギス 希少 ﾗﾝｸ３ 対象事業実施区域内で初夏季に３例が確認さ
れた他、６～７月の猛禽類調査時にも複数例
確認された。主に落葉広葉樹林内でのさえず

りにより確認された。区域外でも同様の時期
に広範囲で多数のさえずりが確認された。托
卵相手が主にウグイスであることや当地の環
境を勘案すると対象事業実施区域内外の樹林

で繁殖している可能性は高い。

ツツドリ 希少 ﾗﾝｸ３ 対象事業実施区域外で秋季に１例のみ確認さ
れた。耕作地上空を１羽で飛翔する様子が確
認され、渡り途中の個体であったと推定され

る。

ケリ DD 対象事業実施区域内で春季および初夏季に各
１例が飛翔する様子が確認された。区域外で

は春季～秋季にかけて、農耕地や草地を中心
に多数確認され、縄張り防衛行動や若鳥が確
認されたことから周辺地域で繁殖していると
考えられる。対象事業実施区域内について

は、環境を勘案すると主な生息地としては利
用せず、一時的に飛翔通過する程度であると
推察される。

イカルチドリ 希少 ﾗﾝｸ３ 対象事業実施区域外で秋季に３例が確認され
た。また２～６月の猛禽類調査時にも８例が
確認された。秋季には農耕地で数個体が探餌
する様子が確認された。春季には造成裸地な
どで１個体で確認されることが多かったが、

繁殖に関する情報は得られなかった。

コチドリ 希少 ﾗﾝｸ３ 対象事業実施区域外で春季に８例、初夏季に
７例が確認された。また４～７月の猛禽類調

査時にも複数例が確認され、対象事業実施区
域内の上空でも飛翔や鳴声が確認された。確
認時は水田や畦で探餌する様子のほか、造成
裸地では縄張り争いや偽傷行動が見られ、繁

殖している可能性が高いが、区域内について
は、環境を勘案すると主な生息地としては利
用せず、一時的に飛翔通過する程度であると
推察される。

タシギ 希少 ﾗﾝｸ３ 対象事業実施区域内で春季に１例のみ確認さ
れ、放棄水田跡で１個体が休息していた。区
域外では冬季に２例、春季に５例、秋季に１
例が確認され、主に水田や湿地で探餌や休息

していた。
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表７－１１－２１ 注目すべき動物 (3/12)

選 定 基 準
項目 種 名 確 認 状 況 な ど

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

鳥類 クサシギ 希少 ﾗﾝｸ３ 対象事業実施区域内で冬季に１例、春季に１
例、３月と５月の猛禽類調査時に各１例が確
認された。区域外では冬季に２例、春季に１
例、秋季に２例、５月の猛禽類調査時に１例
が確認された。主に水田や水路、河川の水際

で探餌や休息していた。

イソシギ 希少 ﾗﾝｸ２ 対象事業実施区域外で４月の猛禽類調査時に
２例が確認された。いずれも同じ調整池の水

際で１個体が探餌していた。

ミサゴ 希少 ﾗﾝｸ２ NT 対象事業実施区域内外で猛禽類調査時の３月
～５月にのべ３例が確認された。

ハチクマ 増大 ﾗﾝｸ２ NT 対象事業実施区域内外で猛禽類調査時の５月
～８月にのべ101例が確認された。

ツミ 希少 ﾗﾝｸ３ 対象事業実施区域内外で猛禽類調査時の３月
～８月にのべ６例が確認された。

ハイタカ 希少 要注目 NT 対象事業実施区域内外で猛禽類調査時の３月
～５月にのべ26例が確認された。

オオタカ 希少 ﾗﾝｸ３ NT 対象事業実施区域内外で猛禽類調査時の２月
～７月にのべ98例が確認された。

サシバ 希少 ﾗﾝｸ２ VU 対象事業実施区域内外で猛禽類調査時の４月
～７月にのべ111例が確認された。

ノスリ 希少 ﾗﾝｸ３ 対象事業実施区域内外で猛禽類調査時の２月

～４月にのべ50例が確認された。

クマタカ 危惧 ﾗﾝｸ２ EN 国内 対象事業実施区域内外で猛禽類調査時の３月
に１例のみが確認された。

フクロウ 希少 ﾗﾝｸ３ 対象事業実施区域内で春季に２例、初夏季に
２例が確認された。いずれも夜間調査時に落
葉広葉樹林内からの鳴声での確認であった。
区域外では春季に４例、初夏季に１例、社寺

林や落葉広葉樹林内での鳴声が確認された。
いずれも行動の詳細は不明であり、繁殖に関
する情報は得られなかったが、対象事業実施
区域内を踏査した限りでは繁殖は確認されな

かった。周辺の社寺林では、環境を勘案する
と繁殖している可能性がある。

カワセミ 希少 ﾗﾝｸ３ 対象事業実施区域内では春季に１例、初夏季

に２例、３～７月の猛禽類調査時に14例が確
認された。主に池での探餌や周辺の樹林上空
で鳴声が確認され、池を餌場として利用して
いると考えられる。区域外では通年、複数例

が確認され、主に河川や水路、池を餌場とし
て利用していた。繁殖に関する情報は得られ
なかったが、近隣の環境を勘案すると周辺地
域で繁殖している可能性は高い。

ブッポウソウ 危惧 指定 ﾗﾝｸ１ EN 対象事業実施区域外で５月の猛禽類調査時に
１例のみ確認された。
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表７－１１－２１ 注目すべき動物 (4/12)

選 定 基 準
項目 種 名 確 認 状 況 な ど

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

鳥類 アリスイ 希少 ﾗﾝｸ３ 対象事業実施区域外で秋季に１例のみ確認さ
れた。ススキ草地内の灌木に１個体でとまっ
て休憩していた。

オオアカゲラ 希少 ﾗﾝｸ３ 対象事業実施区域内で猛禽類調査時の３月に

４例、６月に１例が確認された。いずれも落
葉広葉樹林内で探餌または採餌していた。区
域外では春季および秋季、猛禽類調査時の６
月と７月に各１例が確認された。いずれも落

葉広葉樹林や常緑樹林内で探餌していたが、
繁殖に関する情報は得られなかった。

アカゲラ ﾗﾝｸ３ 対象事業実施区域内では秋季に１例、３～６

月の猛禽類調査時に13例が確認された。区域
外では通年、複数例が確認された。主に落葉
広葉樹林や常緑樹林内で探餌する様子や鳴声
が確認されたが、繁殖に関する情報は得られ

なかった。

アオゲラ ﾗﾝｸ３ 対象事業実施区域内では冬季、春季、秋季に
各１例、３～７月の猛禽類調査時に10例が確
認された。区域外では秋季および３～７月の

猛禽類調査時に、複数例が確認された。主に
落葉広葉樹林やアカマツ林、常緑樹林内で探
餌する様子や鳴声が確認された。繁殖に関す
る情報は得られなかったが、環境を勘案する

と繁殖している可能性がある。

チョウゲンボウ 希少 ﾗﾝｸ３ 対象事業実施区域内外で猛禽類調査時の４月
～５月にのべ３例が確認された。

ハヤブサ 希少 ﾗﾝｸ３ VU 国内 対象事業実施区域内外で猛禽類調査時の３月
～６月にのべ５例が確認された。

サンショウクイ 希少 ﾗﾝｸ３ VU 対象事業実施区域内で春季に２例、初夏季に
１例、４～７月の猛禽類調査時に11例が確認
された。区域外でも同様の時期に複数例が確
認された。主に林冠付近からの鳴声や上空を
飛翔していたが、繁殖に関する情報は得られ

なかった。なお、観察個体の中に亜種リュウ
キュウサンショウクイが少なくとも１例含ま
れていた。

サンコウチョウ 希少 ﾗﾝｸ３ 対象事業実施区域内で初夏季に３例、５～６
月の猛禽類調査時に４例が確認された。区域
外でも同様の時期に複数例が確認された。主
に落葉広葉樹林や常緑樹林で、さえずりによ

る確認であった。さえずり以外に繁殖に関す
る情報は得られなかったが、環境を勘案する
と繁殖している可能性は高い。

コシアカツバメ その他 対象事業実施区域内で春季に１例、初夏季に
２例、５～７月の猛禽類調査時に９例が確認
され、草地上空を飛翔しながら採餌する様子
が観察された。区域外では春季～秋季に複数
例が確認された。主に河川や水田、草地上空

で採餌していたが、佐久良川の橋で繁殖巣が
９巣確認された。
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表７－１１－２２ 注目すべきほ乳類の影響予測結果

種 名 確認状況など 生態など 影響の内容と程度

ホンドザル 対象事業実施区域内の林内 本種は日本(本州､四国､九州)固有 確認状況および生態から、対象事業実施
に設置した自動撮影装置で 亜種で、現生のサルでは最も北 区域および周辺ではコナラ林をおもな生
四季を通じて計13個体が撮 (下北半島)まで分布する。常緑広 息域として多様な環境を利用していると
影された。区域外では、林 葉樹林や落葉広葉樹林に生息し、 考えられる。本事業によりコナラ林の一

内および水田地帯に設置し 昼行性で食性は植物食傾向の強い 部が消滅するため行動圏や採餌環境が一
た自動撮影装置で４季を通 雑食で、主に果実を食べるが、植 部縮小されることは免れないと考えられ
じて計79個体が撮影された 物の葉､芽､草､花､種子､ キノコ､ るが、同様の環境は周辺に広く分布して
ほか、冬と春に群れが目撃 昆虫なども食べる。 おり、周辺地域へ移動して生存すると考

された。また工業団地周辺 えられることから影響は軽微であると予
でも糞が確認された。 測される。

ホンシュウ 対象事業実施区域外の高茎 本種は日本では東北地方および南 対象事業実施区域内で巣は確認されてお
カヤネズミ 草地で巣が確認された。 西諸島を除く地域で確認されてお らず、本種が生息している可能性は低い

り、イネ科植物の優占する草地、 こと、工事範囲と巣が確認された区域周
河川敷、堤 防、麦畑などに生息 辺のイネ科高茎草地の間には野川があ
し、低地の草地、水田、休耕田、 り、改変区域への移動は難しいと考えら
沼沢地などのイネ科植物が密生し れることから工事による影響はないと予

た水気のあるところを好む。行動 測される。ただし、工事用道路の敷設や
圏は雄が400㎡、雌が350㎡程度と 資材置き場の設置に際しては周辺の生息
されている。 地に影響がでないように注意する必要が

ある。

鳥類については、現地調査でキジバト、ダイサギ、ホトトギス、サシバ、ヤマガラ、ヒ

ヨドリ、ウグイス、キビタキ、ホオジロ等109種の生息が確認された。確認個体数が多い

種は当該地域に普通に生息するもので、森林性のキツツキ類やカラ類、ヒタキ類と、草原

性のホオジロ類に加えて水辺に棲むチドリ類やサギ類、セキレイ類が確認されており、様

々な環境が混在する調査範囲の状況を反映していると考えられる。確認数が多く、出現頻

度も高いのはヒヨドリやカワラヒワ、エナガ、ホオジロ、ウグイス、コゲラ、メジロ、シ

ジュウカラのような里山の鳥およびスズメやハシブトガラスなどの人里の鳥であり、全体

的には里山の環境を代表する種が優占していると考えられる。

これらの鳥類は対象事業実施区域を含めて周辺の丘陵地や農耕地を広域的に生息場所と

していると考えられ、キツツキ類やカラ類、ヒタキ類などの樹林性の鳥やウグイス等林縁

部に生息する種は、事業の実施により周辺部の樹林へ移動して生息を続けるものと考えら

れる。工事終了後は緑地や法面に植栽が施されることから、スズメ、ヒヨドリ、ホオジロ

等開けた環境に生息する種については、個体数が増加する可能性もあると考えられる。ウ

グイス等林縁部に生息する種についても植栽樹の成長に伴い、周辺の森林や緑地が安定す

れば戻ってくる可能性もあると考えられる。

工事による騒音の影響については、対象事業実施区域周辺は現状でも隣接する国道307

号や町道石原鳥居平線、日野第一工業団地や耕作水田等からの騒音があり、繁殖活動への

影響は比較的小さいと考えられる。

なお、注目すべき陸生動物として抽出した各種については以下のように予測される。

ただし貴重性が高い種と猛禽類については保護の観点から詳細な情報は秘匿した。
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表７－１１－２３ 注目すべき鳥類の影響予測結果 (1/14)

種 名 確認状況など 生態など 影響の内容と程度

オシドリ 対象事業実施区域外で冬 本種は東アジア（ロシア南東部、朝 本種の生態から、対象事業実施区域
季に１例のみ確認され 鮮半島、日本、中国など）に分布す 内を採餌場所として利用する可能性
た。７羽の小群で池の水 る。日本では北海道や本州中部以北 は否定できないものの、現地調査で
面に張り出した常緑樹の の山間部にある大木の樹洞などに巣 は利用は確認されておらず、本種の

樹上で休息していた。 をつくり繁殖し、冬季になると本州 繁殖に適した樹洞のある大木も区域
以南（主に西日本）へ南下し越冬す 内にはないことから、事業による影
る。渓流、湖沼などに生息し、水辺 響は軽微であると予測される。
の木陰を好み、開けた水面にはあま

り出ない。食性は植物食傾向の強い
雑食で、水生植物、果実、種子、昆
虫、陸生貝類などを食べる。

マガモ 対象事業実施区域外で冬 本種は北半球の冷帯から温帯に広く 本種の生態から、対象事業実施区域

季に１例のみ確認され 分布し、日本では亜種マガモが冬鳥 内の水域を越冬期の採餌場所として
た。１羽で池の水面で休 として北海道から南西諸島まで全国 利用する可能性は否定できないもの
息していた。 的に渡来するが、滋賀県では湖沼の の、現地調査では利用は確認されて

水際の湿性草原に営巣し繁殖してお おらず、事業による影響は軽微であ

り留鳥である。湖沼、河川、海岸に ると予測される。
生息し、群れを形成して生活する。
食性は植物食が主の雑食で、水草の
葉や茎、植物の種子、貝などを食べ

る。

カイツブリ 対象事業実施区域外で春 本種はアフリカ大陸、ユーラシア大 本種の生態から、対象事業実施区域
季に３例、初夏季に２ 陸の中緯度以南に分布し、日本では 内の水域を繁殖場所、採餌場所とし
例、秋季に１例が確認さ 本州中部以南では留鳥として周年生 て利用する可能性は否定できないも

れた。初夏季には幼鳥２ 息する。流れの緩やかな河川、湖 のの、現地調査では利用は確認され
羽を含む４個体が池で確 沼、湿原などに生息し、ほとんど水 ておらず、事業による影響は軽微で
認され、水面で休息する 上で生活する。ヨシ原や抽水植物の あると予測される。
様子や幼鳥へ給餌してい 群落に水草類を積み上げた浮巣を作

たことから繁殖している り繁殖する。食性は主に動物食で、
と考えられる。 魚類、昆虫、甲殻類、貝類などを食

べる。

アオバト 対象事業実施区域内で春 本種は本州、四国、九州で繁殖する 確認状況および生態から、少数が対

季に１例が確認された。 留鳥で、県内では山間部を中心に広 象事業実施区域内外の樹林を越冬場
落葉広葉樹林内から鳴声 く記録がある。広葉樹林や針広混交 所として利用していると考えられ
を確認したが行動の詳細 林を好み、植物食で果実や種子等を る。事業の実施に伴う樹林の伐採に
は不明であった。また３ 食べる。冬季には平地や琵琶湖岸で より、越冬場所が減少するが、区域

～５月の猛禽類調査時に も見られる。 内を選択的に利用しているとは考え
は区域内外で樹林上空を られず、周辺地域には同等の樹林環
飛翔する様子や鳴声が複 境が広く見られるため、影響は軽微
数例確認された。区域外 であると予測される。
では冬季に１例、春季に

３例が確認された。いず
れも繁殖期には確認され
ていない。

ミゾゴイ 対象事業実施区域外で５ 本種はインドネシア、中華人民共和 （情報を秘匿）
月の猛禽類調査時に１例 国南東部、台湾、大韓民国、日本、
のみ確認された。 フィリピン、ロシア東部に分布し、

ほぼ日本（本州、四国、九州、伊豆

諸島など）で、よく茂った林の樹上
に枯れ枝を組み合わせた皿状の巣を
つくり繁殖する。冬季になると主に
フィリピンへ南下し越冬する。標高
1,000メートル以下にある平地から

低山地にかけての森林に生息し、昆
虫、サワガニなどの甲殻類、陸生貝
類、ミミズなどを食べる。

mitsunobu
下線

mitsunobu
下線

mitsunobu
下線

mitsunobu
下線



- 408 -

表７－１１－２３ 注目すべき鳥類の影響予測結果 (4/14)

種 名 確認状況など 生態など 影響の内容と程度

コチドリ 対象事業実施区域外で春 本種は夏鳥として本州、四国、九州 確認状況および生態から、対象事業
季に８例、初夏季に７例 に渡来し、海岸や河川の中流域、 実施区域内で繁殖している可能性は
が確認された。また４～ 湖、池、沼、水田、畑等に生息し、 ほぼなく、採餌等で利用している可
７月の猛禽類調査時にも 海岸の砂浜や埋立地、内陸の畑や造 能性も低いことから、事業による影

複数例が確認され、対象 成地などに巣をつくり繁殖する。県 響は軽微であると予測される。
事業実施区域内の上空で 内では全域の平地に渡来し、琵琶湖 なお、本事業で形成された造成地が
も飛翔や鳴声が確認され 岸や造成地で繁殖している。開発途 長期間、砂利舗装の状態で維持され
た。確認時は水田や畦で 中の荒地で繁殖することが多い。 た場合は、新たな繁殖地として利用

探餌する様子のほか、造 食性は動物食で、昆虫類、ミミズ類 される可能性がある。
成裸地では縄張り争いや などの節足動物を食べ、ユスリカ類
偽傷行動が見られ、繁殖 の小型昆虫をよく食べる。
している可能性が高い。

区域内については一時的
に飛翔通過する程度であ
ると推察される。

タシギ 対象事業実施区域内で春 本種はユーラシア大陸北部の湿地、 確認状況および生態から、対象事業

季に１例のみ確認され、 草原、湿ったツンドラなどで繁殖 実施区域内外の水田や湿地を越冬場
放棄水田跡で１個体が休 し、冬季はインド、東南アジアに渡 所や渡りの中継地として利用してい
息していた。区域外では り越冬する。日本では、春と秋に渡 ると考えられる。事業の実施に伴う
冬季に２例、春季に５ りの途中に飛来する旅鳥である。 湿地の消失により、越冬場所や渡り

例、秋季に１例が確認さ 県内では冬鳥として琵琶湖岸や河川 の中継地の減少が生じるが、区域内
れ、主に水田や湿地で探 下流の砂浜、水田、休耕田の湿地に を選択的に利用しているとは考えら
餌や休息していた。 生息し、昆虫類、節足動物、甲殻 れず、同等の水田や湿地環境は周辺

類、種子等を食べる。 地域に広く見られるため、影響は軽
微であると予測される。

クサシギ 対象事業実施区域内で冬 ユーラシア大陸北部で広く繁殖し、 確認状況および生態から、対象事業
季に１例、春季に１例、 冬季はアフリカ、中東、インド、中 実施区域内外の湿地や水路、河川を
３月と５月の猛禽類調査 国南部、東南アジアへ渡り越冬す 越冬場所や渡りの中継地として利用

時に各１例が確認され る。日本では旅鳥として春と秋の渡 していると考えられる。事業の実施
た。区域外では冬季に２ りの時期に全国的に渡来し、関東地 に伴う湿地や水路の消失により、越
例、春季に１例、秋季に 方より南部では一部冬鳥として越冬 冬場所や渡りの中継地の減少が生じ
２例、５月の猛禽類調査 する。県内では琵琶湖岸、全域の内 るが、区域内を選択的に利用してい
時に１例が確認された。 湖、平地の水田、河川、湿地などに るとは考えられず、同等の水辺環境

主に水田や水路、河川の 生息する。食性は主に動物食で、水 は周辺地域に広く見られるため、影
水際で探餌や休息してい 深の浅い場所で、昆虫類や甲殻類、 響は軽微であると予測される。
た。 貝類などを捕食する。植物の種子を

食べることもある。

イソシギ 対象事業実施区域外で４ 本種は九州以北に周年生息する留鳥 確認状況および生態から、対象事業
月の猛禽類調査時に２例 で、水辺の草原にある植物の根元な 実施区域内を利用している可能性は
が確認された。いずれも どに浅い窪みを掘り枯草などを敷い ほぼなく、事業による影響は軽微で
同じ調整池の水際で１個 た巣で繁殖する。県内では琵琶湖 あると予測される。

体が探餌していた。 岸、全域の内湖・平地の河川の中下
流、湖沼・水田の周辺に概ね一年中
生息するが繁殖記録はない。食性は
動物食で昆虫、甲殻類、軟体動物を

食べる。

ミサゴ 対象事業実施区域内外で 本種は日本では留鳥として全国に分 （情報を秘匿）
猛禽類調査時の３月～５ 布し、主に海岸に生息するが内陸部

月にのべ３例が確認され の湖沼、広い河川、河口等にも生息
た。 する。食性は肉食性で主に魚類を食

べるが、爬虫類、鳥類、貝類を食べ
ることもある。
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表７－１１－２３ 注目すべき鳥類の影響予測結果 (5/14)

種 名 確認状況など 生態など 影響の内容と程度

ハチクマ 対象事業実施区域内外で 本種は、初夏に夏鳥として渡来し、 （情報を秘匿）
猛禽類調査時の５月～８ 九州以北の各地の丘陵地から山地に
月にのべ101例が確認さ かけての森林に生息し、繁殖する。
れた。 秋には九州から五島列島を経て大陸

に渡り、そこから南下して東南アジ
アで越冬するが、毎年同じ縄張りに
戻ってきて育雛する。食性は動物食
で、夏にはスズメバチ類やアシナガ

バチ類といった社会性の狩り蜂の巣
に詰まった幼虫や蛹を主たる獲物と
して巣に運んで雛に与える。ハチ類
の少なくなる秋から冬にかけては、

他の昆虫類、小型の齧歯類、は虫類
なども捕食する。

ツミ 対象事業実施区域内外で 本種は日本では基亜種が温暖な地域 （情報を秘匿）
猛禽類調査時の３月～８ では周年生息するが、寒冷地では冬

月にのべ６例が確認され 季に南下することもある。平地から
た。 山地の森林に生息し、食性は動物食

で、主に小形鳥類を食べるが、爬虫
類、小形哺乳類、昆虫なども食べ

る。

ハイタカ 対象事業実施区域内外で 本種は漂鳥で、本州以北で繁殖する （情報を秘匿）
猛禽類調査時の３月～５ が、滋賀県での繁殖は確認されてい

月にのべ26例が確認され ない。主にツグミくらいまでの小鳥
た。 を捕食し、ネズミやリス、ヒミズな

どを捕らえる事もある。

オオタカ 対象事業実施区域内外で 本種は四国の一部および本州、北海 （情報を秘匿）
猛禽類調査時の２月～７ 道、九州の広い範囲で繁殖し、滋賀
月にのべ98例が確認され 県では留鳥として年中生息するが、
た。 秋から冬になると高地や山地に生息

する個体の一部は低地や暖地に移動

する。主にツグミくらいの小鳥から
ハト、カモ、シギを補食し、ネズ
ミ、ウサギなども餌にする。

サシバ 対象事業実施区域内外で 本種は、夏鳥として渡来し、九州か （情報を秘匿）
猛禽類調査時の４月～７ ら青森県にかけての低地から山地で
月にのべ111例が確認さ 繁殖し、冬季は中国南部、ニューギ
れた。 ニア島、フィリピンに渡って過ご

す。ヘビ、トカゲ、カナヘビやキリ
ギリスなどのバッタ類、ヒヨドリ、
トノサマガエルなどのカエル類を補
食する。

ノスリ 対象事業実施区域内外で 本種は、北海道から四国で繁殖し、 （情報を秘匿）
猛禽類調査時の２月～４ 秋、冬には全国に分散する。主にネ
月にのべ50例が確認され ズミなどの小型ほ乳類、カエル、ヘ

た。 ビ、鳥など捕食する。

クマタカ 対象事業実施区域内外で 本種は日本では、北海道から九州の （情報を秘匿）
猛禽類調査時の３月に１ 山地の森林地帯に、留鳥として広く
例のみが確認された。 分布しており、森林から草地まで様

々な環境に生息する多様な動物を捕
食するが、特にノウサギ、リス、モ
グラなど哺乳類、ヤマドリや中型の
鳥類、ヘビ類などを好む。
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表７－１１－２３ 注目すべき鳥類の影響予測結果 (6/14)

種 名 確認状況など 生態など 影響の内容と程度

フクロウ 対象事業実施区域内で春 スカンジナビア半島から日本にかけ 確認状況および生態から、対象事業
季に２例、初夏季に２例 てユーラシア大陸北部に帯状に広く 実施区域内外の樹林を広く利用して
が確認された。いずれも 分布する。温帯から亜寒帯にかけて いると考えられるが、区域内での繁
夜間調査時に落葉広葉樹 の針葉樹林、混交林、湿地、牧草 殖は確認されず、餌場として利用し

林内からの鳴声での確認 地、農耕地などに生息し、留鳥とし ていると考えられる。事業の実施に
であった。区域外では春 て定住性が強い。日本では九州以北 伴う樹林の伐採・土地の改変によ
季に４例、初夏季に１ から、四国、本州、北海道にかけて り、餌場が減少する。区域内を選択
例、社寺林や落葉広葉樹 分布する留鳥で、平地から低山、亜 的に利用しているとは考えられず、

林内での鳴声が確認され 高山帯にかけての森林、農耕地、草 周辺地域には同等の樹林環境が広く
た。いずれも行動の詳細 原、里山などに生息する。県内では 見られるが、生態系上位種の本種に
は不明であり、繁殖に関 全域の社寺林や丘陵地から山間部に 対しては事業の実施による影響は中
する情報は得られなかっ 周年生息し、主に樹洞に巣をつく 程度と予測される。

たが、対象事業実施区域 る。食性は動物食で、主にネズミや
内を踏査した限りでは繁 小型の鳥類を食べるが、モグラやヒ
殖は確認されなかった。 ミズ、モモンガ、リスといった小型
周辺の社寺林では、環境 の哺乳類、カエルなどの両生類、爬
を勘案すると繁殖してい 虫類、カブトムシやセミなどの昆虫

る可能性がある。 なども食べる。

カワセミ 対象事業実施区域内では 本種は、本州以南では留鳥として全 確認状況および生態から、対象事業
春季に１例、初夏季に２ 国に分布し、県内ではため池や河 実施区域内外の池や水路、河川を中
例、３～７月の猛禽類調 川、琵琶湖岸に周年生息する。崖な 心に広く生息していると考えられ
査時に14例が確認され ど土が露出したところに穴を掘って る。事業の実施に伴い区域内のため

た。主に池での探餌や周 巣をつくり繁殖する。水辺の杭や堤 池の消失により、餌場が減少する
辺の樹林上空で鳴声が確 防、草などに止まって、獲物となる が、区域内には本種の営巣適地は確
認され、池を餌場として 川魚(ウグイ、オイカワ等)、ザリガ 認されなかったことに加え、区域内
利用していると考えられ ニ、エビ、カエルを探し、見つける を選択的に利用しているとは考えら

る。区域外では通年、複 と水面に飛び込んで捕食する。 れず、同等の水辺環境は周辺地域に
数例が確認され、主に河 広く見られるため、影響は軽微であ
川や水路、池を餌場とし ると予測される。
て利用していた。繁殖に
関する情報は得られなか

ったが、近隣の環境を勘
案すると周辺地域で繁殖
している可能性は高い。

ブッポウソウ 対象事業実施区域外で５ 本種は本州、四国、九州に夏鳥とし （情報を秘匿）
月の猛禽類調査時に１例 て渡来し、冬は東南アジアに渡る。
のみ確認された。 水辺に近い森林に生息し、生息域内

では平地から山地まで分布する。主
に樹洞を巣にするが、キツツキが穴

を空けた木製の電柱や鉄橋の穴、ダ
ムに設けられた排水溝等を巣として
利用することもある。県内では全域
で記録があり、平地から山地の森や

集落、農耕地に隣接した林に生息す
る。食性は動物食で昆虫類等を食べ
る。

アリスイ 対象事業実施区域外で秋 本種はアフリカ大陸、ユーラシア大 本種の生態から、対象事業実施区域

季に１例のみ確認され 陸、イギリス、日本に分布し、北海 内を冬季の採餌場所として利用して
た。ススキ草地内の灌木 道、本州北部では夏季に繁殖のため いる可能性は否定できないが、現地
に１個体でとまって休憩 飛来し、本州中部以西では冬季に越 調査では利用は確認されておらず、
していた。 冬のため飛来する。県内では冬鳥と 事業による影響は軽微であると予測

して大津市、草津市、近江八幡市な される。
どに渡来し、琵琶湖畔、内湖林縁、
ヨシ原周辺の開けた雑木林に生息す
る。 食性は動物食で、地表や朽ち

木に止まって舌を伸ばし、主にアリ
を捕食することが和名の由来になっ
ている。
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表７－１１－２３ 注目すべき鳥類の影響予測結果 (7/14)

種 名 確認状況など 生態など 影響の内容と程度

オオアカゲラ 対象事業実施区域内で猛 本種はシベリア南部、モンゴル、中 確認状況および生態から、対象事業
禽類調査時の３月に４ 国東北部、ウスリー地方、朝鮮半 実施区域内ではごく少数が生息場所
例、６月に１例が確認さ 島、樺太、日本、台湾、中国東南部 として利用していると考えられる
れた。いずれも落葉広葉 などに分布し、日本には４亜種が留 が、繁殖は確認されなかった。事業

樹林内で探餌または採餌 鳥として周年生息する。県内では全 の実施に伴う樹林の伐採により、生
していた。区域外では春 域の丘陵地から山地に分布し、大木 息場所が減少するが、区域内を選択
季および秋季、猛禽類調 のある落葉広葉樹林や針広混交林に 的に利用しているとは考えられず、
査時の６月と７月に各１ 周年生息し、大きな枯れ木に巣穴を 同等の樹林環境は周辺地域に広く見

例が確認された。いずれ 掘り繁殖する。食性は雑食で、昆虫 られるため、影響は軽微であると予
も落葉広葉樹林や常緑樹 （甲虫類の幼虫）、節足動物、陸棲 測される。
林内で探餌していたが、 の貝類、果実、種子などを食べる。
繁殖に関する情報は得ら

れなかった。

アカゲラ 対象事業実施区域内では 本種は本州、四国の平地から山地に 確認状況および生態から、対象事業
秋季に１例、３～６月の かけての森林に周年生息し、巣は木 実施区域内を生息場所として利用し
猛禽類調査時に13例が確 の幹に穴を掘って作る。県内には低 ていると考えられるが、繁殖は確認

認された。区域外では通 山から山地の発達した広葉樹林や針 されなかった。事業の実施に伴う樹
年、複数例が確認され 広混交林で周年生息し繁殖してい 林の伐採により、生息場所が減少す
た。主に落葉広葉樹林や る。冬季は平地や丘陵の二次林にも るが、区域内を選択的に利用してい
常緑樹林内で探餌する様 現れる。動物食傾向の強い雑食で、 るとは考えられず、同等の樹林環境

子や鳴声が確認された 主に樹上で昆虫の他クモ、多足類、 は周辺地域に広く見られるため、影
が、繁殖に関する情報は 果実、種子などを食べ、森林への依 響は軽微であると予測される。
得られなかった。 存性が高い。

アオゲラ 対象事業実施区域内では 本種は本州の平地から山地にかけて 確認状況および生態から、対象事業
冬季、春季、秋季に各１ の森林に周年生息し、巣は木の幹に 実施区域内を生息場所として利用し
例、３～７月の猛禽類調 穴を掘って作る。県内では留鳥とし ていると考えられるが、繁殖は確認

査時に10例が確認され て丘陵から山地の発達した林で周年 されなかった。事業の実施に伴う樹
た。区域外では秋季およ 生息し繁殖している。冬季は都市公 林の伐採により、生息場所が減少す
び３～７月の猛禽類調査 園にも現れる。動物食傾向の強い雑 るが、区域内を選択的に利用してい
時に、複数例が確認され 食で、主に樹上で昆虫の他クモ、多 るとは考えられず、同等の樹林環境

た。主に落葉広葉樹林や 足類、果実、種子などを食べ、地上 は周辺地域に広く見られるため、影
アカマツ林、常緑樹林内 でアリを食べることもある。森林へ 響は軽微であると予測される。
で探餌する様子や鳴声が の依存性が高い。
確認された。繁殖に関す

る情報は得られなかった
が、環境を勘案すると繁
殖している可能性があ
る。

チョウゲンボウ 対象事業実施区域内外で 本種は、長野県以北で繁殖し、冬季 （情報を秘匿）
猛禽類調査時の４月～５ には日本各地に広がるが、近年は滋
月にのべ３例が確認され 賀県内での繁殖も確認されている。
た。 小型哺乳類(ネズミ類)やホオジロ類

などの小鳥を捕食する。

ハヤブサ 対象事業実施区域内外で 日本では亜種ハヤブサが河川、湖 （情報を秘匿）
猛禽類調査時の３月～６ 沼、海岸などに周年生息する。食性
月にのべ５例が確認され は動物食の猛禽類で、主にスズメや

た。 ハト、ムクドリ、ヒヨドリなどの体
重1.8キログラム以下の鳥類を食べ
る。
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